
    

 

 

 

 

 

ＪＡＬの社員には法令順守、そして懲戒解雇とい

う大きな罰を与えながら、ＪＡＬの経営は法律に

従おうとはしない！ 
 

２０２６年８月２５日、大手筋商店街（京都市伏見区）でＪＡＬ不当解雇撤回争議勝利を

めざす宣伝行動をおこないました。「ＪＡＬ闘争を支える京都の会」が呼びかけ、「きょうと

ユニオン」、「合同繊維労組」、「全印総連全国印刷関連合同ユニオン」の皆さんなど、計１

２人にご参加いただきました。ＪＡＬ客乗争議団から神瀬麻里子さんが参加されました。通

行されている方に「ＪＡＬ不当解雇撤回１００万人

署名」のお願いもしました。 

神瀬さんは以下のように訴えました。「私たちＪＡ

Ｌ日本航空で働いていた８１名のパイロットと客室

乗務員８４名、合わせて１６５名が解雇になってか

ら、１５年と７カ月と２５日が経った。ＪＡＬ日本航

空はその年、１８８４億円という過去最高の営業利

益を上げながら１月に経営破綻をした。政府主導で

この経営破綻はおこなわれた。そんな大儲けをしな

がらの解雇、これが認められると日本中誰も安心して働けなくなる。しかもその解雇になっ

た１６５名はＪＡＬの飛行機を安全に飛ばすため、２

０年、３０年働いてきたスキルを持ったベテランばか

りであった。今年８月１２日は御巣鷹山１２３便事故

から４１年目の日だった。私もその日は乗務をしてい

た。成田から台湾の台北に着いたときに、ＪＡＬ１２

３便の機影がレーダーの上から消えたというニュー

スを聞いたときの気持ちは忘れることができない。５

２０名もの命と暮らしを奪ったＪＡＬ日本航空はそ

の後様々なことを反省し、４つの誓いを立てた。絶対

安全、そして現場第一主義、労使関係の安定と公正明朗な人事である。その４つを誓ったと

いうことは、これまでのＪＡＬにこの４つが欠けていたということである。そしてその４つ
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をＪＡＬの経営者が守っていれば、このような解雇問題は起こらなかったはずである。そし

て現場から人が足りない、時間が足りない、部品が足りない、という声は聞こえてこないは

ずである。ＪＡＬも今年も経営は順調に進んでいるが、その儲けを利用者や働くものには還

元しようといない。ＪＡＬ日本航空は私たちを解雇した後、客室乗務員を７０００人以上採

用している。そしてパイロットも７００人以上採用している。しかし、残念ながら長く勤め

る人は多くはない。希望を失って退職したり、他社に転

職する人が後をたたない。それはモノが言えない職場

になっているからである。この解雇が起きた後、職場は

本音を言いづらくなり、疑心暗鬼になってしまってい

るのが現状である。 

そこに起こったのがパイロットのアルコール問題で

ある。なぜ、アルコールのルールを守れないのか。また

アルコール検査を拒否するのか。そこをＪＡＬの経営

はまったく理解しようとしていない。まったく職場の

声を聴こうとしていない。現場第一主義になっていない。最近起こった広島での客室乗務員

の飲酒問題。これはなにも酒気帯びで仕事をしたわけではない。乗務前のアルコール検査を

拒否した、その理由で即刻懲戒解雇である。こんなことを続けていて飲酒問題が止まるとは

とても考えられない。ＪＡＬは社員には『法令順守、そして懲戒解雇』という大きな罰を与

えながら、一方で自分たちは法律に従おうとはしない。その上政府補助金の不正受給問題で

ある。この件は６月の新聞で報道されたが、空飛ぶクルマを開発するということで政府から

給付されていた２億８０００万円を適正に使っていなかったから返金をするという問題であ

る。返金をすれば良いというものではない。これは詐欺罪にあたる。しかし、マスコミもそ

の後報道しないし、ＪＡＬの経営はほっかぶりをし

たまま。そして私たちの東京都労働委員会の命令に

も２１５日間従っていない。社内で法令順守、コン

プライアンス、そして懲戒解雇までおこなっておき

ながら、自分たちにはとっても甘い会社である。こ

のような会社に安全運航が守れるのであろうか。も

っと現場の声を聞き、労使関係をもっと良くして欲

しい。そして組合差別はしない、そのような経営を

ぜひ取り戻してほしい。その願いを込めてこの宣伝

をおこなっている。皆さま、今仲間がお願いしているＪＡＬ不当解雇撤回１００万人署名に、

ぜひご協力をお願いしたい。」と訴えました。他にきょうとユニオンの O さん、会員のＩさ

ん、全印総連全国印刷関連合同ユニオンの IさんもＪＡＬ不当解雇撤回を訴えました。 
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